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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は排水工学上基本的課題であるところの, 農地を主体とする雨水流出機構ならびに, その解析法
について研究したもので6章からなっている｡







第 3 および4 章では, 農地とくに水田地域における雨水流出現象を, はんらん貯留現象をも含めて, 水
理学的に追跡できることを明らかにするとともに, このような流出緒性の理論的解明により, 従来から慣
用されてきた単位図法の水理学的意義と, その適応性について論究している｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国における主要な穀倉地帯は, 大河川下流部に展開する低平な水田地帯がその大部分を 占めて お
り, このような地帯の農業近代化のための基盤整備には, 特に排水問題が重要視されている｡ また近年著









てはんらんする場合, 等流水路と inundationpond の結合系と考えて解析する方法を提示した｡(4)山
地, 丘陵地などの傾斜地に対する雨水流出解析は, 等価流域モデルを考えることにより合理化されること
をしめし, さらに等流特性曲線解析法を適用する場合, 問題となる等価粗度の評価の仕方について有力な
指針を与えた｡ (5)従来から慣用されてきた単位図法の理論的根拠を明らかにし, 単位図法の適用できるの
は出水期間を通じて流域全体にわたり, はんらん貯留現象の卓越する流出の場に対してのみ有効であるこ
とを明らかにした｡
以上のように本論文は農地を主体とする流域を対象として雨水の損失機構ならびに流出機構を考究し,
これらに関する新しい解析法を提示したもので, 広く排水工学上に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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